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科学技術をどう統合して社会実装するか

社会の課題を解決するには両者を繋ぐことが不可欠

GOSAT(“IBUKI”)

どう繋ぐか？

“知る”ための科学技術 “良くする”ための科学技術



今日の話題

☆ 地球観測センサ

☆ 社会の変革

→ データの獲得

☆ データ → 情報への変換と蓄積 （情報・知識システム）

☆ 情報・知識システム → 分野を超えた横断型科学技術の展開

☆ 横断型科学技術 → 社会に繋ぐ研究行為のサイクル

☆ 科学技術の社会展開 →



今日の話題

☆ データから情報へ；際を超える情報システム

☆ 分野を超える横断型科学技術

☆ 研究行為を繋ぐ科学技術

☆ 地球観測から社会変革への道筋

これまで EOS、GEO、GEOSS 等で議論されてきたことを踏まえて



データから情報へ

情報 ＝ データ

質の良いデータの収集

質の良い知識の獲得

X 知識（モデル）

データのベース ｘ 知識のベース
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情報の階層化と横展開

情報 ＝ データ ｘ 知識

CO2濃度 スペクトルデータ ＋ 分光学

植生CO2吸収量 CO2分布・変動 ＋ 植物学（光合成）

森林保全面積 植生CO2吸収分布 ＋ 生態学

国際枠組REDD＋ 植林面積・質 ＋ 社会科学

空間・時間・分野を超えた展開を可能とする情報システム



異分野における連携

情報 ＝ データ ｘ 知識

新たな情報の創出＝

異分野におけるデータ または 知識の統合・融合

一つの分野の情報階層化の中に異分野の別の階層が

入り込んだときに連携が可能となる

ーーー→ 分野の際（きわ）を超えた情報の流通が不可欠

ーーー→ このプラットフォームが情報システム



今日の話題

☆ データから情報へ；際を超える情報システム

☆ 分野を超える横断型科学技術 （Transdisciplinary S&T）

☆ 研究行為を繋ぐ科学技術

☆ 地球観測から社会変革への道筋



学の細分化と社会的課題の解決

ギリシャ哲学

細分化と専門化
による科学技術
の飛躍的発展

近代科学技術の勃興
（17世紀）

タコつぼ化

細分化した科学技術では複雑な
社会的課題（wicked problem)は
解決できない
Ex. 気候変動、生物多様性減少

科学技術 社会

学際研究

超学際研究
（Transdisciplinary）



学問の在り方；ササラ型とタコつぼ型

ギリシャ哲学
（ソクラテス、プラトン、

アリストテレス・・・）

細分化と専門化
による科学技術
の飛躍的発展

近代科学技術の勃興
（17世紀）

日本における科学技術の導入は
19世紀前半、タコつぼ型になってから

であった

そのために共通の根を知らない
（共通の言語を持たない）

丸山眞男（日本の思想（1961年））

タコつぼ化 学の分野のみならず、官も産も



学の細分化と社会的課題の解決

ギリシャ哲学

細分化と専門化
による科学技術
の飛躍的発展

近代科学技術の勃興
（17世紀）

タコつぼ化

細分化した科学技術では複雑な
社会的課題（wicked problem)は
解決できない
Ex. 気候変動、生物多様性減少

科学技術 社会

学際研究

超学際研究
（Transdisciplinary）

SATREPS、Future Earth、横幹連合・・・



ＳＡＴＲＥＰＳ

SATREPS

Science and Technology Research Partnership for 

Sustainable Development

☆ 相手国の課題を、日本の科学技術を
社会実装することにより解決する

☆ 環境、エネルギー、生物資源、
防災、（感染症） 分野が対象

☆ 既に、51ヶ国以上で145課題を展開
（アジア、アフリカ、ラテンアメリカ）

☆ JICAとJSTが連携（科学技術外交）



ＳＡＴＲＥＰＳ

SATREPS 課題

2008年以来、51ヶ国で 145 課題
17

2019年3月現在



ＳＡＴＲＥＰＳ

SATREPSにおける研究体制

ＭｏＵに基づく協力

Collaboration

研究代表者＆
チーム

研究代表者＆
チーム

JICA JST

日本相手国

相手国政府機関等

JCC; Joint 

Coordination

Committee

社会のステーク
ホルダーが参加

JICA/ODA 技術協力 JST 競争的資金

成果を相手国に社会実装

多くの課題において
衛星データを活用

更なる利用推進を！



平成28年度 地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム 環境・エネルギー分野「地球規模の環境課題の解決に資する研究」

● 相手国名 ： インドネシア共和国

食料安全保障を目指した気候変動適応策としての
農業保険における損害評価手法の構築と社会実装
Development and Implementation of New Damage Assessment Process 
in Agricultural Insurance as Adaptation to Climate Change for Food Security

研究代表機関： 千葉大学 環境リモートセンシング研究センター
代表者： 本郷 千春

● 参画機関
千葉大学 環境リモートセンシング研究センター リモートセンシング複合領域

園芸学研究科 生物資源科学コース 植物病学研究室
東京大学 農学生命科学研究科 農学国際専攻 国際生態系管理研究室
東北大学 農学研究科 資源生物科学専攻 作物学研究室
日本大学 工学部 情報工学科 環境情報解析研究室
公益社団法人 全国農業共済協会

● 相手国研究代表機関： Bogor Agricultural University
代表者： Prof. Baba Barus

● 相手国協力機関 ： Univesity of Udayana
Provincial Agricultural Agency of West Java
Badung District Agricultural Extension Office of Bali

Copyright ©2016   CHONGO Lab.



目視+調査

被害申告された全圃場の実測調査 損害評価結果の
調整・補正

・必要に応じて追加実測調査
・損害評価結果の補正
・評価モデルの更新

空間情報と実測調査
データを活用した全圃
場の収量評価

<現行>

<新たな手法>

損害評価結果

損害高の認定
保険金支払い

Samples of Minimum 5 Rice Clumps on suspected partial loss

1

2

3

4

5

Natural Rice Farm Plot

新たな損害評価手法のイメージ

損害高の認定
保険金支払い

20

衛星の目
+
調査

Copyright © C. HONGO 2017 All rights reserved.



2022年度横幹連合コンファレンス会長懇談会資料
21

横断型基幹科学技術団体連合（横幹連合）

出典：「Society5.0ロゴマーク」内閣府ホームページ(https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/)

新横幹図



社会に繋ぐためには、何故、超学際なのか？

１．科学技術と社会の双方を俯瞰する知が必要

２．課題を解決し社会の価値を高める構成知が必要

３．社会的期待を知る知が必要

ーーー

４．測れるもの（測りやすいもの）や、作れるモデル（作りやすいもの）、
だけで自然や社会を記述したのでは世界を捉えることはできない
（Verum esse ipsum factum （真なるものは作られたものである）；G. Vico)



今日の話題

☆ データから情報へ；際を超える情報システム

☆ 分野を超える横断型科学技術

☆ 研究行為を繋ぐ科学技術

☆ 地球観測から社会変革への道筋



計測から対策までのサイクル

計測
調査

データ 情報

知識

インテリジェンス

推論

地球観測センサ

情報システム



計測から対策までのサイクル

計測
調査

データ 情報

知識

インテリジェンス

推論

戦略

条件

最適化・効率化モデル化
シミュレーション
（予測・評価）

施策

制御管理

対策案

知る科学技術 良くする科学技術

効果

如何にあるべきか
を考える科学技術



研究行為

環境を知る
ア 動態の把握 （計測、データ解析、プロセスの解明）
イ 予測と評価 （モデル化、予測、リスク評価）

環境を良くする
ア 改善技術 （循環型技術、省エネ・省資源、・・・、リスク管理）
イ 社会行動 （ ・・・ ）
ウ 環境政策
エ 環境経済
オ 環境デザイン

環境の在り方を問う
ア 環境哲学
イ 環境教育
ウ システム科学技術 （システム分析、システム構成）

日本学術会議
「環境学の俯瞰」報告書

2014



環境学の俯瞰 報告
（日本学術会議平成26年10月）



俯瞰の構造

解決すべき
課題

研究行為

環境を知る

環境を良くする

環境の在り方を
考える

動態の把握

・・・

改善技術

・・・

環境哲学

・・・

気候変動・
温暖化

生物多様性
減少

・
・
・

水環境汚染 ・
・
・

課題解決に向けた
研究行為の展開

個別科学技術の深化・展開

地球観測センサ研究ではどう進めるか？



今日の話題

☆ データから情報へ；際を超える情報システム

☆ 分野を超える横断型科学技術

☆ 研究行為を繋ぐ科学技術

☆ 地球観測から社会変革への道筋



サイクルを廻すには？

地球観測センサ バックキャストによる観測、情報システムの設計

計測
調査

データ 情報

知識

インテリジェンス

推論

戦略

条件

最適化・効率化モデル化
シミュレーション
（予測・評価）

施策

制御管理

効果

対策案

情報システム

施策・対策の効果を測るのは観測



未来の姿からのバックキャスト

ギリシャ哲学

細分化と専門化
による科学技術
の飛躍的発展

近代科学技術の勃興
（17世紀）

細分化した科学技術では複雑な
社会的課題（wicked problem)は
解決できない
Ex. 気候変動、生物多様性減少

科学技術 社会

学際研究

超学際研究
（Transdisciplinary）

未来の課題は？ あるべき姿は？個別分野の深化



プラットフォーム構築

情報システム、計測システム、通信システム、コンピュータシステム、操作システム

問題の設定
定式化

全体および要素の抽出

モデリング、同定

同化

モデルの記述・表現

モデルの検証

システム同定

シミュレーション
フェーズ

利用

評価

システム運用

実運用フェーズ

実（フィジカル）空間 仮想（サイバー）空間

実装フェーズ

デジィジタルツィン （Society5.0）



まとめ

１．空間・時間・分野を越えるのは、多くの場合、データではなく情報

２．地球観測センサからは情報システムを超えて、利用者を見る

４．地球観測センサからは情報システムを超えて、社会を見る

５．社会の変革からバックキャストした衛星システム、情報システム

ーーー

６．理念、規範、・・・、研究、教育、人材育成も重要



まとめ２

予測しながら前に進む

未来過去

あるべき姿からバックキャストして、今、何を
するかを決めて進む
（未来から今に後ずさりして、前に進む）

未来過去 あるべき姿を描く

未来に向かって後ずさりして進む （P. バレリー）

未来過去 予測は難しい
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